
令和３年第 418回信濃町議会定例会２月第２回会議会議録（４日目）

1

（令和３年２月19日 午前10時56分）

●議長（森山木の実） 休憩を解き会議を開きます。通告の７、石川広之議員。

１ 病院建設について

２ コロナ感染症での対策などについて

３ 電力購入について

４ 選挙公営制度について

議席番号５番・石川広之議員。

◆５番（石川広之） 議席番号５番・石川広之です。昨年よりコロナウイルス感染症によ

り、信濃町また議会をはじめ、町内での団体、学校の一時休校、また企業など観光宿泊

と、ありとあらゆる面での活動の自粛、また中止と、そして家庭でも大きな災害となっ

て、このコロナウイルスが襲ってきました。この感染症、水害、地震とは違い、全国世

界での同時発生となり、対策、対応に追われる１年でした。また現状はこれからワクチ

ン接種などの開始をはじめ、いかにこの感染症が終息する時期を迎えるという、長丁場

になる、これからだと思います。またそれぞれの対策をお願いしたいと思います。

それでは、ある程度３密が避けられる去年は農業でありましたが、生産にはさほど、

この感染症、支障もなく収穫ができたのではないかと思います。順調に進んだ農業です

が、７月の長雨により、野菜、特にとうもろこしは生育不良と生産量不足と大きな被害

となりました。水稲も作況が良いと思われましたが収穫し、初めて収穫量不足となり、

これも７月の天候が影響したのではと思われます。また令和２年、１番の被害は多分そ

ば生産ではなかったかと思います。これは天候に左右されたわけではありません。収量

も近年になく、大変豊作となりました。これは全国的に、特に北海道での豊作が長野県、

信濃町でもそうですけれども、収穫が始まった頃には既に信濃町産をあてにすることな

く、北海道産で手立てをした全国の事業者が買い取りをせず、またオリンピックの開催

などや、善行寺御開帳の延期などにより、町内生産のそばの販売が思うようにできてい

ません。このようなことから生産者よりの買い取り価格は平年の３分の１という低価格

となりました。それよりもまだ深刻で重要なことは、この信濃町には今60トンを超え

る行先のないそばの在庫があるということです。町は、令和３年度は信濃町のそばのブ

ランド化をと予算組みをしてきました。現実は今ある在庫をどのようにするかが最大の

課題となっています。年が明ければ、そばの流通はほとんどしません。この問題に関し

ていろいろ検討していただければと思います。この件につきましては通告にありません

から以上とします。

さて、通告の中に病院建設についてとあります。先のアンケートでは町民は、病院建

設については多数の皆さんが賛成という結果が出ました。スケジュールも建設へと進ん
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でいます。計画当時から現状の人口、営業時の移り変わり、また人口の推移など、どの

ように見ていますか。また開業時に利用者の増を図ることはできるのですか。開業時で

はなく、今すでに利用者の増へ向けるべきではないかと思います。町としての考えをお

聞きします。

●議長（森山木の実） 横川町長。

■町長（横川正知） 石川議員のご質問にお答えをさせていただきます。今、進めており

ます、病院建設についてのご質問かというふうに思います。現状、それぞれ今、今年度

の令和３年度の予算でもお願いしておりますが、今年度と言いますか令和３年度におい

て基本設計をするという方向でございますし、引き続いて実施設計に結び付けていきた

いということでございます。ご心配いただいておりますことに、ありがたいなというふ

うに思うわけでありますが、この計画策定にあたりましては、それぞれ、人口の将来的

な推移と言いますか、そういったところ、それから、患者数の将来に渡っての見込み、

これらを厳格にと言いますか、反映させていただいて、再整備の事業の基本構想、基本

計画としてまとめさせていただいて、現在に至っているということでございます。細か

な部分については、ちょっと省かせていただきますが、現状の将来に渡っても病院にお

ける利用者についてもお訊ねでございます。現状、やはり令和２年度の病院の利用状況、

先ごろ本議会でお願いしております補正予算のご審議も通じて、ご指摘もいただいてい

るわけでございますが、大変、コロナ影響下の中で、厳しい経営状況にあるということ

は現実でございます。しかし、一般的に外来の患者さんが、約１日平均で200数十名、

それから入院でもそれなりの人数を確保してやってきているという状況でございます。

私は、この自治体病院としての信越病院、この病院があるという、このことを町民の皆

さん方にも是非また、この機会に改めて認識という言い方は大変失礼でございますが、

理解をいただきたいなというふうに思います。そういった意味では、良いドクターがお

りますので、是非地元の病院に必要な時にはかかっていただくということを、是非お願

いしたいなというふうに思いますし、この私自身も開設者の立場としても、しっかりと

病院の経営が今後とも安定的に経営されるように、職員の皆さんと一緒になって努力を

していきたいというふうに思っております。以上です。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 新たに建設する病院、またそれと、これからは利用者の増、診察を

受ける皆さん、またベッドなりそれぞれが空かないような対策をするということで、そ

の中でも現状として、どうなのでしょう、病院の利用者、数字的にお聞きができるので

しょうか。お伺いします。課長、お願いいたします。
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●議長（森山木の実） 外谷場病院事務長。

■病院事務長（外谷場佳子） それでは数字的なことでございますので、私の方から答え

させていただきたいと思います。今、現在、第６号補正でも人数、事業量の変更をさせ

ていただきますが、令和２年度につきましては、まだ年度途中ということで、そのこと

をご理解のうえ、お聞きいただきたいと思いますが、まず、入院患者様の人数につきま

しては、令和元年度の決算では１日当たり69.4人という数字が決算で出させていただ

いたところでございますが、今年度12月末現在での１日当たり平均入院患者数は63.9

人でございました。また外来患者様につきましては、令和元年度の決算では、１診療日

あたり、205.1人でございましたが、令和２年度につきましては、同じく12月末現在で

203.7人という数字でございます。外来患者様につきましては若干落ちておりまして、

今ほど長も話の中でふれましたが、今年度につきましてはやはりコロナの影響がかなり

入院患者様についてもあったということでございます。例年ですと補正予算の際にもご

説明をさせていただいたと思うのですが、下半期、後半に入ってくると風邪症状あるい

は肺炎症状等で入院患者様が増えてくるという状況があったわけではございますが、本

年度は皆様、それぞれご家庭あるいは出先、職場等で感染対策をしっかりなされていた

ようで、例年に比べますとそういった風邪症状、肺炎症状で入院される方がかなり減っ

ているというのが実態でございます。そういった意味では、今年度、特殊要因もあった

のかなというふうには考えております。ただ、この先令和３年度も今の現状が続く中で

は、なかなか数字的には厳しいかなという感じも受けているわけでございます。ある程

度今の状況が収束すれば、通常通りになっていくのではないかと、患者様、病人のこと

ですので、こういった表現は正しくないかもしれませんが、そういうことも考えている

ところでございます。以上です。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） ただ今信越病院に関して、答弁されました。さてこれ、町全体とし

ての人数をお聞きするとすれば、住民福祉課長ですか、お願いします。

●議長（森山木の実） 石川議員、町全体の何の人数ですか。

◆５番（石川広之） 町全体の患者、ほかの病院にかかっている人の人数を把握できてい

るのか、またお聞きできる状態でいるのか、お伺いします。

●議長（森山木の実） ほかの病院と信越病院を合計して。

◆５番（石川広之） 今、信越病院かかっている人数はお伺いしたので。
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●議長（森山木の実） それでは、ほかの病院、分かりますかね。それでは、柄澤住民福

祉課長。

■住民福祉課長（柄澤 豊） ほかの病院へかかっている人数等は把握してございません。

信越病院にかかっている患者さんについては、今、事務長が申し上げたとおりだと思う

のですけれども、また、信越病院には妙高市の方からも患者さんで来ている方もおられ

ますし、今、若干、中野市さんよりですか、そちらの方から来られる方もおられるとい

うふうに認識しております。ちょっと数字的なものは掴んでいなくて申し訳ないのです

が、お願いしたいと思います。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 信越病院の利用者、また新たな病院になった時には他病院にかかっ

ている人数も大変重要なひとつの項目だと思います。今は把握していない、また、ある

程度の把握はできているけれども、なかなか数字に表せないかというふうには思います

けれども、是非、その辺のところもしっかりと発表できるような体制を取っていただき

たいなと思います。いつまでも発表できないではちょっと新たな病院に向かっても対応

の仕方が違うのではないかと思います。それでは、昨年、議会の全員協議会の中で、町

長はコスモス病棟を残すというようなことを言われたような気がします。解体の中で、

そのようにお伺いしました。また残すことの意はどこにあるのか、どのようなことでそ

のようなことを言われたかお伺いします。

●議長（森山木の実） 横川町長。

■町長（横川正知） 病院はご承知のとおり、次のステップの場所ということで、新たな

病院を建設することで今、進めさせていただいているわけでございます。現病院の病棟、

そしてまた、今言われましたその後に増築をしましたコスモス病棟、現実あるわけでご

ざいますが、この関係については、残すというよりも、どういうふうな利用方法ができ

るかということが課題ではないかなというふうに思っています。そういう面では単純に

壊して良いという話も、あまりにも短絡すぎる話かなというふうにも思いますし、それ

ぞれまた建築当時の起債を借りたまだ残額も残っている部分もありますので、その辺も

含めて後利用についてはどういうふうにするか、今後検討するという課題だというふう

に思っています。

●議長（森山木の実） 石川議員。
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◆５番（石川広之） これから検討していくということで、また、今ある施設、あるいは

あれを見ると、同じようなことをする、あるいは同じような事業でしか利用ができない

かなというふうには思いますし、また町もそのように考えているのかなというふうに思

います。この件に関しては、新たな病院が開設するまでには解決し、また利用者、ある

いは事業者が出てくる、あるいは見つけるというようなお考えですか、町長。

●議長（森山木の実）横川町長。

■町長（横川正知） 今、具体的な動きとして、そのような動きをしているわけではござ

いません。しかし色々な中で、今、社会情勢を鑑みて利用したいというような状況がも

し民間的に出てきたり、あるいは公的にも、どういうふうに活用するかということも含

めて、その段階で後利用を考える前にも、そのような話が出てくれば、それはそれとし

て、また対応を考えていきたいというふうに思っております。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 利用者、あるいは事業者が出てくれば、有効利用をしたいというこ

とでよろしいですね。これも新たな病院建設にあたり、まだ病院の設計の段階では基本

設計の段階には入っていませんというような話をされました。その中で病院、この頃病

院を作るとホテルのようなフロントであったり、ロビーであったり、なかなか立派な病

院というイメージもあるのですけれども、町とすれば、そのような考え、そのような設

計というような考えがあるのか、また、頭の中にあるのか、お伺いいたします。

●議長（森山木の実） 横川町長。

■町長（横川正知） ちょっと細かい分野については、今、申し上げられない部分もある

のですが、基本的には、信濃町という約年間の４分の１くらいですか、この豪雪地帯で

もあります。そういった中でそのようなことに十分配慮した建物構造にするということ

が、これは土地柄として大事な要素だと、それから、私は常々お願いしているのですが、

先ほど石川議員さんから、その華美なというような表現があって、豪華なと言いますか、

私は実務的に本当に活用しやすい、何と言いますか、えらい外から見て立派な派手なデ

ザインだとか、そういうことではなくて実務主導として、しっかり医療本質に対応して

いただく、そのような設計が基本的に大事かなというふうに思っています。そのような

ことも含めて、いくつかの条件の中で今、設計業者等々の選定作業を進めているという

ことでございます。

●議長（森山木の実） 石川議員。
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◆５番（石川広之） 町長のほうから基本設計に向けてのひとつの筋が出されたと思いま

す。

続きまして、コロナウイルス感染症での対策で多岐に渡り給付金が国より給付、また

は支給されております。これも２月15日から既に申告相談が始まっています。町への

町内それぞれ受益者、これ支給されたり給付された方々の把握はできているのでしょう

か。お伺いします。

●議長（森山木の実） 丸山産業観光課長。

■産業観光課長（丸山茂幸） 経営継続補助金の関係ですが、国の二次補正で事業化され

た補助金でございまして、新型コロナ感染症拡大によって影響を受けた農林漁業者を対

象とした補助金でございます。内容につきましては、農林漁業者がこれから販路を回復

していく、また開拓していく、また事業展開や継続のため機械や設備の導入をするため

の事業に支援していくといような事業になってございます。基本的にはＪＡ等の支援機

関等の支援を受けた計画書を作ることが条件となっておりますが、この事業につきまし

ては一般社団法人全国農業会議所が執り行っていますので、そのホームページから信濃

町の対象の事業者の方を確認したところ、１次募集、２次募集で、全部で19団体が対

象になっているということです。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 分かりました。もっとたくさんの申請があったかなというふうに思

いましたけれども、19団体ということですね。同じコロナウイルス感染症についてです

が、このワクチン接種について、お伺いします。このワクチン、それぞれ昨日も一般質

問の中でだいぶ質問されたり答弁をいただいた中で、ちょっとほかに、これはと思うと

ころを質問させていただきます。このワクチン、はしか、百日咳などと違って、長期的

な予防にはならないということが示されていますし、そういうものだとして私どもも認

識しています。となると、このワクチン、インフルエンザと同様、また毎年のように打

たなければならないワクチンであるというふうに認識しています。その中で昨日もこの

ワクチンの接種するところは、一応旧古間小学校の体育館であったり、古間の地域交流

施設を利用していきたいというような答弁でありました。その中でもこのワクチン、毎

年のように３密を避け、隔離をしなければならない、またほかの患者とは一線を離さな

ければならないということになりますと、この施設のある程度恒久的な面も考えなくて

はならないかなというふうに思いますけれども、その辺はどのようにお考えですか。

●議長（森山木の実） 柄澤住民福祉課長。
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■住民福祉課長（柄澤 豊） ワクチンの特性でございますけれども、国から、私どもに

来ている通知等、その内容の中には、毎年打たなければいけないものかどうかという、

そういった項目はございません。今年度、令和３年度に接種していくのだという中で、

今現在、２月14日にファイザー製のワクチンが認可を受けまして、承認をされまして

医療従事者から接種していくのだということでございます。報道等でもあるように、か

なり効果は高いようでございまして、その今後どういうふうに、恒久的にワクチンを接

種していくのかどうかということは、我々自治体の方にその情報はないわけでございま

す。そのようなことでお願いをしたいと思います。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 国の方からまだ示されることもないということと、またこのワクチ

ンは、このコロナウイルスが終息さえすれば、ワクチンを打つ必要もないし、またそう

いう施設対応もする必要がないと思います。またそれに向けての対策をしっかり、皆さ

んで考えていくものだと思います。さて、ワクチン接種は、昨日も答弁の中にありまし

たが、医療関係者から先行してやりますということでお聞きしました。ワクチンは今の

ところ、ある程度接種しても安全性であったり病的なものが出てくることは、今、現実

とすればないということですけれども、この医療関係全員が一斉に接種するような考え

なのか、また危険を回避しながらも順次というふうに考えていますか。

●議長（森山木の実） 柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長（柄澤 豊） 医療従事者につきましては、当町は信越病院ですとか、町

内に歯科医院もございます。私どものほうは、確実に把握はしていないのですけれども、

もう病院さんのほうには、そういう多分契約行為でありますとか、そういうものが、調

査を行っていると思うのですけれども、基本的には希望者、ほとんどの人が希望される

のだと思いますけれども、希望者を信越病院の院内で打っていくのだというふうにお聞

きをしてございます。長野市内の基幹病院の方へ、そのファイザー製のワクチンが届き

まして、小分けをして信越病院に届いて、そこで接種をしていくというに、そういう情

報で聞いてございます。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 対応、対策のほう、よろしくお願いします。このワクチン接種は、

接種するのは皆さんの自由ということであります。また、この接種する自由いうことは、

ワクチンを接種しない人がいるということですよね。その辺のまた感染に対する対策な
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どは考えているのでしょうか。

●議長（森山木の実） 柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長（柄澤 豊） 議員おっしゃるとおり、任意接種でございますので、接種

しない方については接種できない、同意をされない方には接種できないわけでございま

す。町といたしますれば、有効性等々を考えますと、できるだけ多くの町民の皆さんに

打っていただきたいというようなことで、そのつもりでワクチンの供給をお願いをして

まいりたいというふうに思ってございます。打たない方の感染対策はどうなるのだとい

うことでございますけれども、ちょっとそちらの方までは今のところ計画はしていない

ところでございます。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 対策はしていないというよりも、100パーセント接種するような動

きに持っていっていただければよろしいのではないかと思います。これ、ワクチン接種

を始めると、１日約100名からというような話もありました。でも３週間後になると第

１回目の人が２回目の接種を始めるということですよね。ということは、その３週間目

からは100人といった人数が半分になるということですよね。その辺のところの、この

スケジュールと言うのか、その辺のところもしっかりとされているのかなというふうに

お伺いいたします。

●議長（森山木の実） 柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長（柄澤 豊） その辺も考えてございまして、例えば、最初に100人ずつ

打ち始めます。そうすると、高齢者の方3000人から3500人を接種する場合、３週間後

は逆に倍になるのです。200人を打っていくということになりますので、その辺は調整

をいたします。２か月ないしは、２か月半くらいで接種できるような体制を作りたいな、

構築したいなというふうに思っておりまして、そうしますと、例えば、最初の頃は60

人とか70人くらいずつ打ち始めて、途中で120人とか170人になるわけですね。そう

いったふうに接種をしてまいりたいなというふうに考えているところでございます。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 接種の際のスタッフは信越病院と相談してということになっていま

した。その面でも、この３週間目からはプラスアルファした皆さんが接種に来るという

こと、またその辺でも病院との対応、また病院が逼迫（ひっぱく）しないように対応し
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ていただければと思います。

それでは長野県でもゼロカーボン推進事業、二酸化炭素、ＣＯ２の排出、実質ゼロを

2050年までに実現を目指すということとしております。阿部長野県知事も県民に訴えて

おります。これは長野市も賛同しています。再生可能エネルギーの利用、転換、省エネ

住宅、バイオマス利用による発電などを考え試算すると、長野市では2050年にはゼロ

カーボンは理論上可能ということです。信濃町でもこれからは進めなくてはいけない道

だと思います。このような取り組みについて、質問が上下しましたが、町はどのように

考えますか。

●議長（森山木の実） 横川町長。

■町長（横川正知） 今、いわゆるゼロカーボンということでのお話でございます。これ

はやはり日本だけではなくて、地球温暖化も含めてまさにこの世界的な課題のひとつで

あろうというふうに思いますし、昨今、政府も、そしてまた長野県もゼロカーボンに向

けての取り組み、基本的な考え方も発表と言いますか、進めてきているわけでございま

す。私ども町もこれ昨年ですか、３月に長野県が、長野県気象非常事態宣言2050ゼロ

カーボンへの決意というのがありまして、そこに私ども町も賛同させていただきまして、

この地球温暖化問題やその解決に向けた取り組みを強調しながら進めて行くというと

ころに加盟と言いますか、一緒に行動したいというわけで、今、進めているわけでござ

います。具体的にはこれからどういう取り組み方法をやっていくか、ある面では、広域

的な取り組みも必要でしょうし、あるいは町単独のそれぞれの立場での取り組みが必要

になってくるというようなことも当然考えられます。今後、それらを詰めて具体的な取

り組みに繋げてまりたいと思っております。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） このゼロカーボンに向けて、電気ばかりではなくて、車であったり

工場であったり、産業全てが関わらなくてはならないものだと思います。当町も大きな

面積を有する町です。その中で太陽光発電などをしながらも、電源供給源となり得る市

町村だと思います。これには大変、抵抗感がある皆さんも大勢いると思います。その中

でも、電源の供給源にもなり得る市町村であるということを確認できますか、お伺いい

たします。

●議長（森山木の実） 横川町長。

■町長（横川正知）そういう方向で最大限の努力をしていかなければならないという立場

であろうというふうに、当然思っております。具体的に電力の話もありましたけれども、
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ちょっと余談になりますが、今年の１月に日本全国の中で電力の供給が極めて危機的な

状況にあったということが、新聞でも報道されております。これはやはり、ひとつは海

外からのその燃料と言いますか、輸入がままならない状況もあったと、併せて日本国内

が極めて厳しい寒波に襲われたというようなことで、需要と供給のバランスが非常に切

迫したということで中部電力からも私どもの方に見えられて、こういう状況なので、是

非またお願いしたいというようなことのお話もあったのも事実です。それらを含めて考

えていくときに、電力ばかりではないですが、どういう方法を取れるか、先ほど言いま

したように、ひとり一人がどういう行動を取っていけるか、企業は企業として、あるい

は役所は役所として、団体は団体としてどういう取り組みができるかと、この辺をこれ

から、具体的な詰めとして、それぞれ取り組み方法を検討していかなければいけないの

ではないかなというふうに思います。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 先の方の質問に、当町もこの電力購入について、町は、中部電力以

外から電源供給を受けていますが、現状はどのような件数であったり、また量的にはど

のようになっていますか、お伺いします。

●議長（森山木の実） 小林総務課長。

■総務課長（小林義之） それでは電力の関係につきまして、私の方から説明をさせてい

ただきます。平成26年に電力小売りの全面自由化がされたことによりまして、当町に

おきましても、議員さんからもご提案をいただく中、平成28年度から新電力を導入し

ておるところであります。令和２年度現在では、高圧電力が12施設、低圧電力で73施

設において電気供給の契約を締結して供給をいただいているところであります。供給量

につきましては、高圧電力12施設のうち、役場庁舎についてのみ回答させていただき

ますが、庁舎にありましては、その年の冬期間の気候によって増減もありますが、概ね

年間、約15万キロワットアワーの使用となっておりまして、冬期間を除く季節につい

ては、ほぼ横ばいで推移をしているところでございます。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） ほとんど町関係の施設、新電力で供給されているようです。この新

電力になって不便だの不自由なことはなかったのか、また対応、対策など取ることがあ

ったのか、お伺いします。

●議長（森山木の実） 小林総務課長。
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■総務課長（小林義之） 公共施設におけます電気の供給につきましては、行政コストの

削減も元より、災害時の対応を含めて、安定性を重視しなければならないものと考えて

おります。町長からもありましたように、全国的に電力需要が高まったというようなこ

の冬でありましたけれども、当町におきましては、選定先の条件といたしまして、自社

発電を持つ大手の電力会社を条件としておりますので、料金の値上げですとか、安定し

た電力供給が図れないというような、そのような事態については、今現在、不都合が生

じているという事例はないものでございます。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 新電力の電気料に関してですけれども、近頃、非常連動性という言

葉の中で、電気料が異常なほど価格が上がったと報告されたりしています。これも石炭

からＬＮＧへの移行によるエネルギーの争奪戦による一因と挙げられたりしています。

またコロナ禍での家庭での需要が増えたことも考えられています。町は一般家庭とは契

約内容が違っているのかなというふうに思いますが、町もこれからこの新電力を有効利

用して、電源の安定供給を図るということでよろしいでしょうか、お伺いします。

●議長（森山木の実） 小林総務課長。

◆総務課長（小林義之） 今現在、新電力に導入をいたしましたけれども、今のところ不

都合等は特に生じておりません。金額的な部分におきましては役場庁舎におきましては、

年間で30万円ほど減額になっておりますし、高圧の施設につきましても12施設合わせ

ますと年間380万円ほどの削減になったところでございまして、今のところ新電力で不

都合等は生じていないところでございます。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 分かりました。それでは続きまして、この令和３年３月の町議会議

員選挙から選挙に公営制度が実施されます。この制度により候補者の選挙運動経費の負

担ができるだけ軽減することができる。また、立候補の機会の均等を図ることなどとあ

りますが、この制度が始まることにより、地方議会の議員の成り手が不足、成り手がな

かなかなかったということから、成り手不足が解消するようなイメージはあるのでしょ

うか、お伺いいたします。

●議長（森山木の実） 小林総務課長。
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■総務課長（小林義之） 今回の公職選挙法の改正によりまして、町の選挙公営制度導入

につきましては、お金のかからない選挙を実現すると共に、候補者間の選挙運動の機会

均等を図ることを目的としておりますけれども、同時に議員の成り手不足解消の一助に

なればというふうには考えております。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 今回の３月に行われる町議会議員選挙、なかなか成り手不足、議会

に手を挙げて出て来るぞという皆さんがなかなか見えないかなというふうに思われま

す。その中でも今回、この公営制度により、それぞれの候補者の負担が軽減されるとい

うことは本当に良いかなというふうに思います。またこの制度、利用する候補者と、こ

の制度利用しない候補者には、何か町とすれば指導、指導という言い方もないですね。

どのようにお考えですか。

●議長（森山木の実） 小林総務課長。

■総務課長（小林義之） 今回、選挙運動で使用する自動車の借り上げ、燃料費、また運

転手の雇用ですとか、ビラやポスター等の経費に公費制度を導入するわけですけれども、

上限額はありますけれども、公費で使用できるようになったところであります。１月に

も説明会をさせていただきましたけれども、ただ、この公営制度を活用するかしないと

いう部分につきましては、候補者の選択によるものでございますので、選挙管理委員会

としましては、その候補者から制度を利用する届け出があれば、法、条例に基づきまし

て公費負担を行うものでございます。

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） この制度、利用する、しないは、候補者の費用の請求は任意という

ことですね。この請求が任意ということは、請求する方としない方、この選挙の戦い方

もまた、ひとつの違いが見えてくるのです。私は公営制度を利用しないというふうに、

言って良いのかなと、その辺はどうお考えですか。

●議長（森山木の実） 小林総務課長。

■総務課長（小林義之） 先ほども言いましたけれども、その辺につきましては、候補者

の任意でありますので、それを公約として選挙戦に臨むかどうかにつきましては、候補

者の判断によるものと思っております。



令和３年第 418回信濃町議会定例会２月第２回会議会議録（４日目）

13

●議長（森山木の実） 石川議員。

◆５番（石川広之） 候補者の判断ということで、しっかりとお伺いしました。この制度、

それぞれの候補者にとって有意義であって、また候補者がまた町の要請にしっかりと携

われるようなことで、また候補者が大勢出て来ることを目的であったり、それぞれの皆

さんのこれからの制度だと思います。また有効に活用していただければと思います。こ

れで横川町長さん、また、森山議長さん、また関係する皆さんのご指導いただき、誠に

感謝申し上げ、私の最後の一般質問といたします。どうもありがとうございました。以

上です。

●議長（森山木の実） 以上で石川広之議員の一般質問を終わります。この際申し上げま

す。昼食のため、午後１時まで休憩といたします。

（午前11時47分 終了）


